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神
埼
市
は
、
合
併
し
て
は
や
満
６

年
を
迎
え
ま
す
。『
自
然
と
歴
史
と

人
が
輝
く
未
来
都
市
』
～
「
潤
い
と

活
力
を
次
世
代
へ
継
ぐ
、
夢
創
造
都

市
を
め
ざ
し
て
」
～　

を
将
来
都
市

ビ
ジ
ョ
ン
と
掲
げ
て
、“
新
市
の
ま

ち
づ
く
り
”
計
画
（
神
埼
市
総
合
計

画
）
を
も
と
に
市
政
運
営
に
努
め
て

お
り
ま
す
。

地
域
公
民
館
活
用
と
“
絆
”

　

さ
て
、
昨
年
の
３
・
11
東
日
本
大

震
災
は
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
契
機
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、

私
は
、
こ
れ
ま
で
『
ま
ち
づ
く
り
は

人
づ
く
り
』
と
考
え
、『
地
域
公
民

館
の
利
活
用
促
進
』
を
訴
え
て
ま
い

り
ま
し
た
。
近
年
特
に
地
域
の
つ
な

が
り
が
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
連

体
が
な
く
な
っ
た
、
地
域
力
が
な
く

な
っ
た
と
耳
に
す
る
中
、
各
地
域
の

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
有
り
様
と

し
て
“
絆
”
を
大
切
に
す
べ
き
こ
と

を
改
め
て
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
ど
う

し
た
ら
神
埼
市
の
地
域
の
絆
を
育

成
、
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か

を
考
え
、
そ
の
実
行
に
取
り
組
む
こ

と
こ
そ
『
ま
ち
づ
く
り
』
の
第
一
歩

で
は
な
い
か
と
の
思
い
を
新
た
に
し

て
い
ま
す
。
地
域
の
公
民
館
を
ど
ん

ど
ん
利
用
し
て
、
住
民
相
互
の
理
解

と
親
睦
を
深
め
、
地
域
の
融
和
を
高

め
る
場
に
な
れ
ば
と
期
待
す
る
と
こ

ろ
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
事
柄
、
事
象

に
対
し
て
は
広
く
地
域
の
こ
と
と
し

て
捉
え
、
み
ん
な
で
大
ら
か
に
協
力

し
合
っ
て
い
け
る
な
ら
ば
、

明
る
く
健
や
か
な
素
晴
ら
し

い
地
域
と
人
づ
く
り
が
出
来

る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
地
域
の
公
民
館

の
利
活
用
向
上
対
策
の
一
環

と
し
て　

①
『
ま
ち
づ
く
り

市
民
活
動
支
援
事
業
補
助
金

制
度
』
を
平
成
20
年
度
か
ら

始
め
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
に
取
り
組
ん

で
地
域
お
こ
し
、
地
域
活

性
化
に
努
め
て
い
た
だ
い

た
団
体
、
サ
ー
ク
ル
等
は
、

「
C
S
O
か
ん
ざ
き
」、「
竹

栄
会
」、「
お
は
な
し
会
ケ
ム

ケ
ム
」
な
ど
26
団
体
に
ま
で

広
が
っ
て
お
り
、
今
月
25
日

市
政
の
課
題
を
考
え
る
⑩

神
埼
市
長　

松
本　

茂
幸

ま
ち
づ
く
り
と
人
づ
く
り　
〜
意
識
改
革
か
ら
行
動
改
革
へ
〜

▲ＣＳＯかんざき主催の「地域人づくり・まちづくりサミット」

開
催
の 

神
埼
市
合
併
５
周
年
記
念

式
典 

の
折
に
そ
の
活
動
内
容
を
発

表
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
多
く
の
市
民
の
方
々
に
活
動

の
内
容
を
お
聞
き
い
た
だ
き
、
皆
さ

ん
が
自
ら
で
き
る
こ
と
に
取
り
組

み
、
地
域
活
動
に
参
画
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

読
書
を
通
し
て
地
域
づ
く
り

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
を
基
礎
に
家

族
と
の
絆
、
及
び
地
域
の
絆
づ
く

り
を
勧
め
る
策
と
し
て 

②
『
家う

ち

読ど
く

』

の
展
開
を
図
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
昨

年
11
月
に
３
ヶ
所
（
右
原
、
城
原
、

猪
面
）
の
家
読
モ
デ
ル
地
域
が
誕
生

し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
地
域
の
公

民
館
に
図
書
を
置
き
、
地
域
の
子
供

た
ち
を
は
じ
め
大
人
の
方
々
に
読
書

を
広
め
、
会
話
と
交
流
を
通
し
て
の

絆
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
進

め
方
は
ま
だ
ま
だ
暗
中
模
索
の
状
態

で
あ
り
ま
す
が
、
地
道
に
活
動
を
続

け
て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
に
は
地
域

づ
く
り
と
し
て
是
非
と
も
参
加
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
、
他
の
地
域
に
お
い
て
も
家
読
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
の
公
民
館
に
簡
単

な
健
康
器
具
を
置
き
、
こ
れ
を
利

用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
高
齢
者
の

方
々
が
体
力
の
維
持
向
上
と
と
も
に

仲
間
内
で
の
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら

地
域
の
絆
を
確
か
め
て
い
た
だ
く
事

▼平成20～ 23年　まちづくり市民活動支援事業交付団体	
Ｎo. 団体名 代表者
1 千代田アサザ保存会 藤永　正弘
2 元気な原の町子育て協議会 船津　　滿
3 尾崎西分消防支援隊 八谷　　臨
4 郷土と自然に親しむ会 島　　英彰
5 おはなし会ケムケム 佐藤　悦子
6 クリークの恵みを味わう会 新井　康浩
7 竹栄会 新井　　豊
8 CSOかんざき 最所　　巌
9 ほのぼの会 島　　直美
10 神埼「ほ～ほ～ほたるこい」保存会 田中　利明
11 むつごろう会 眞島　永治
12 神埼歩こう会 成富　弘明
13 軽スポーツ普及の会 寺町　國義
14 祭り広場実行委員会 池田　正嗣
15 響きの会 島　　敬子
16 姉川上分伝統芸伝承の会 井手　靖治
17 石井ケ里地域再生促進イベント実行委員会 平田　　次
18 神埼市民健康増進吹矢クラブ 八嶋フヂヨ
19 四丁目自治会 田原　義隆
20 岩田公民館まちづくり実行委員会 江口　章一
21 千代田童謡・唱歌の会 永原　照子
22 鶴田地区ふれあい祭り 甲斐　忠義
23 下直鳥子ども守り隊 貞島　邦子
24 菱の里ちよだを活かす会 広江　大雄
25 柏原ふれあい交流会 北島　久美
26 復活ちよだ町フナツリ大会実行委員会 永沼　　功
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▲

市
役
所
に
設
置
さ
れ
た

　

�

防
災
行
政
無
線
設
備

▲

屋
外
子
局

業
に
取
り
組
む
こ
と
を
考
え
ま
し

た
。
実
施
に
先
立
ち
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
は
別
表
の
と
お
り
で
、
あ
ま
り

は
か
ば
か
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
介
護
予
防
の
一
助
に
と
モ

デ
ル
地
域
を
指
定
し
て
、今
後
の
活
動
、

事
業
内
容
を
研
究
し
、
広
く
市
内
に
推

奨
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
水
路
の
法
落
対
策
と
し
て

二
段
杭
の
工
法
を
提
案
し
ま
し
た
の

も
、ク
リ
ー
ク
か
ら
の
生
産
物
（
魚
、

菱
や
レ
ン
コ
ン
な
ど
の
地
域
資
源
）

を
利
用
し
て
の
地む

域ら

祭
り（
堀
干
し
）

等
の
き
っ
か
け
に
出
来
な
い
か
と
の

考
え
が
あ
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
地

域
の
生
活
環
境
保
全
活
動
を
通
し
て

地
域
の
連
帯
を
醸
成
す
る
た
め
の

「
地
域
協
働
推
進
事
業
」
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
に
よ
っ
て

多
数
の
地
域
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
手
で
生
活
環

境
の
改
善
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
出
来
町
地
区
で
は
、
地
区

独
自
で
地
区
公
民
館
を
夏
休
み
に
開

放
し
て
、
先
輩
後
輩
が
一
緒
に
学
習

を
し
、
地
域
の
子
供
は
お
互
い
に
仲

良
く
な
り
体
験
的 “
絆
” 

を
育
ん
で
い

る
と
の
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

協
働
で
『
元
気
！
神
埼
市
』

　

常
日
頃
私
は
、行
政
の
基
本
は“
市

民
の
安
全
安
心
を
守
る
”
こ
と
と

語
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
防
災

対
策
に
は
力
を
入
れ
て
取
り
組
み
、

３
月
に
は
市
内
全
域
で
の
防
災
行
政

無
線
施
設
整
備
が
完
了
し
、
一
斉
に

防
災
等
の
緊
急
情
報
を
伝
達
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
テ

レ
ビ
画
面
（
ぶ
ん
ぶ
ん
テ
レ
ビ
）
で

は
、
神
埼
市
緊
急
情
報
が
テ
ロ
ッ
プ

で
表
示
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
携
帯

電
話
メ
ー
ル
へ
の
配
信
や
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
お
よ
び
一
般
電
話
回
線

を
通
し
て
の
情
報
発
信
な
ど
、
緊
急

情
報
を
様
々
な
媒
体
を
使
っ
て
広
く

市
民
に
伝
達
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム

整
備
が
で
き
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
複
合
す
る
防

災
対
策
に
取
り
組
ん
だ
か
ら
神
埼
市

は
大
丈
夫
だ
と
い
う
こ
と
に
は
な
り

ま
せ
ん
。
緊
急
時
や
有
事
に
お
け
る

市
民
へ
の
情
報
連
絡
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
、
情
報
発
信
は
で
き
る
も
の
の
、

こ
の
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
市
民
側

の
受
信
を
確
実
に
行
っ
て
い
た
だ
か

な
け
れ
ば
、
全
く
意
味
を
成
さ
な
い

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
前
述
の
い
ず
れ

の
方
法
で
も
良
い
の
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
は
「
気
象
の
変
化
や
周
囲
の

状
況
が
変
わ
れ
ば
緊
急
情
報
が
あ
る

の
で
は
？
」
と
情
報
伝
達
に
留
意
を

し
て
い
た
だ
き
、
あ
る
い
は
自
ら
積

▼健康器具（筋力アップ）設置アンケート調査結果表
アンケート
回収地区

希望する 希望しない
モデル

決定地区

千代田町 ２２ ７ １５ 詫東地区

神埼町 ３３ ２０ １３ 猪面地区

脊振町 ８ ２ ６ 鳥羽院地区

合　計 ６３ ２９ ３４

▼地域協働推進事業一覧表

実施年度 実施集落 申請額 補助額

平成18年度 22集落 11,665 5,905

19年度 21集落 7,072 4,465

20年度 21集落 10,182 5,600

21年度 30集落 15,608 8,706

22年度 28集落 11,527 5,928

23年度予定 24集落 13,729 7,097

極
的
に
情
報
を
求
め
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
受
動
か
ら
能
動

へ
の
意
識
改
革
を
、
更
に
行
動
改
革

へ
と
生
活
姿
勢
を
変
え
て
い
た
だ
き

た
い
の
で
す
。

　

地
域
主
権
の
も
と
で
の
、
こ
れ
か

ら
の
“
市
づ
く
り
”
は
行
政
と
市
民

双
方
が
そ
れ
ぞ
れ
に
分
担
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

部
分
（
人
的

負
担
、
経
済

的
負
担
）
を

確
実
に
協
働

し
あ
う
こ
と

で
地
域
の
福

祉
を
高
め
、

市
民
の
満
足

度
を
向
上
さ

せ
る
こ
と

が
で
き
、
持

続
可
能
な
地

域
、『
元
気
！

神
埼
市
』
と

す
る
こ
と
が
出
来
る
と

考
え
ま
す
。

　

市
は
や
る
べ
き
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

し
っ
か
り
と
取
り
組
み
、
市
民
は
行

政
に
す
べ
て
を
求
め
る
の
で
な
く
、

限
ら
れ
た
公
共
施
設
と
財
源
を
利
活
用

し
て
の
地
域
及
び
自
己
の
要
求
充
足
を

図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

地
域
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
対

す
る
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け

れ
ば
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。

夜の市長室
どんなことでも構いません。
　　　　　皆さまの声をお聞かせください！

　１月の神埼市役所開催分には、３人が来庁
されました。
○今後の予定

と　き と こ ろ
２月14日（火） 千代田総合支所
３月６日（火） 脊振総合支所
18：00～ 20：00（１組30 分程度）

　※当日は、来庁順で受け付けを行います。
　※お住まいの地区に関係なくお越しいただけます。

　◎問い合わせ先
　　神埼市役所　市長公室　☎37－0088

大雨洪水警報が
発令されました
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韓国・霊岩郡“王仁文化祭”
「訪問団員」募集！

　神埼市では、竹
たか

原
わら

地区にある「王
わ

仁
に

天満宮」が「王仁博士」と何らかの関係があ
るのではないかと、これまで王仁博士の生誕地である大韓民国霊岩郡を訪問をし、
また、霊岩郡からの訪問団の受け入れなど交流を重ねてきました。
　このたび、４月に大韓民国霊岩郡の王仁博士生誕地で行われる王仁文化祭に参加
したいと市民ツアーを企画しました。
　日本に漢字を伝えたとされる王仁博士をもっ
と知るために参加しませんか。

●日程　４月５日（木）～７日（土）＜２泊３日＞
●旅程（※交通手段…飛行機、大型バス）

（1日目）神埼市役所～福岡空港～金海空港（釜山）～霊岩郡泊
（2日目）王仁文化祭、王仁公園内散策～釜山泊
（3日目）釜山周辺韓国歴史研修～金海空港（釜山）～福岡空港～神埼市役所
●対象　　小学生以上
●応募締切日　２月13日（月）
●旅行代金（20人程度で２人部屋の場合）48,700円
※参加人数が30人以上になった場合は、旅行代金が若干安くなります。
※詳しくは、ホームページをご覧になるかお問い合わせください。

▲竹原地区にある王仁天満宮の石祠

　神埼町竹
たか

原
わら

地区の小高い丘の上に鰐
わに

神社があり
ますが、その社殿の裏手に「王

わ

仁
に

天満宮」と刻ま
れた小さな石塔が祀られています。いずれも「わに」
と表音しますので、以前からその関連が考えられ
てきました。　王仁天満宮の「王仁」は、八世紀
に編纂された「古事記」「日本書紀」に記されてい
ますが、応神天皇の招きにより論語十巻と千字文
一巻を携え、多くの技術者とともに渡来した「王
仁博士」と考えられます。　　　　　　　　　　		
　この王仁博士については、現在、韓国全羅南道
の霊岩郡に伝承をもとに王仁博士の生誕地が定め
られ、「王仁博士生誕地遺跡」として整備が行われ
ています。そこの展示館では、木浦付近から有明
海を経由して、竹原の「王仁天満宮」石祠の存在
により神埼へ上陸したと紹介されています。　　		
　神埼の地は、弥生時代の初めころから、朝鮮半
島（大陸）から多くの渡来人が訪れ先端文化が伝

わり定着した地域であることが、吉野ヶ里遺跡や
詫田西分遺跡などの調査で分かっています。王仁
博士が、吉野ヶ里に渡来した人々と同じ海の道、
潮の流れをたどったということであれば、神埼の
竹原地区付近に着いたのではとの想いをめぐらす
こともできるのではないでしょうか。　　　　　		
　神埼市では竹原地区の「王仁天満宮」を、「王仁
博士」が我が国に学問を伝えたことの顕彰とその
普及を願う江戸時代の人々の想いから建立された
遺産として受けとめ、王仁博士の生誕地である大
韓民国霊岩郡を平成20年から訪問し、また、霊岩
郡からの訪問団の受け入れなどの交流を重ねてい
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　		
　このようなことから、「王仁博士」の偉業を今に
伝える神埼町竹原の「王仁天満宮」をもとに、漢
字伝来などを活かした地域おこしを展開したいと
考え、韓国霊岩郡との「王仁博士」を通した交流
を今後も進めていきたいと考えています。　　　		

◎申込・問い合わせ先　　神埼市役所　商工観光課　☎37－0107　FAX	52－1120

「王仁天満宮」と「王仁博士」との関係

▲

王
仁
博
士
像
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神埼市子育て支援
センターだより

　市では「神埼市子育て支援センタ－事業」を通じ、子育て
支援、遊びの場の提供、育児相談などに取り組んでいます。
神埼市内にお住まいの子育て中の親子であればどなたでも参
加できます。（対象児：生後６ヶ月からの未就園児）

＊　ひ　だ　ま　り　の　会　＊

※　２月のママサロン　※

と　　き 対象年齢 内　　　容 ところ 申込締切日

２月

2日（木）

10:00 ～　　
　　11:30

全年齢児 節分

千代田町保健センター

参加を希望される方は
必ず３日前までにお申
し込みください。
※電話可
月～金曜日（祝日を除く）
9：00 ～ 16：00

9日（木） 0・1歳児 ママと遊ぼう
16日（木） 2歳以上児 交通安全教室
23日（木） 全年齢児 おはなしな～に

３月
1日（木） 全年齢児 ひな祭り
8日（木） 全年齢児 リズム遊び

と　　き 対　象 内　　　容 ところ 申込締切日
２月21日（火） 10:00～11:30 ママ リフレッシュママ 千代田町保健センター 要予約

　◎問い合わせ先
　　神埼市子育て支援センター
　　（千代田町保健センター内）
　　☎44－4908

♥節分♥
　2月2日(木)は、節分です。豆まきをし
て1年の健康をお祈りしましょう。

♥ママと遊ぼう♥
　2月9日(木)は、たくさん触れ合いなが
らママと楽しく遊びましょう。

♥交通安全教室♥
　2月16日(木）は、交通安全について楽
しくお勉強しましょう。

♥おはなしな～に♥
　2月23日(木)は、マザーグースさんに
よるお話会です。おたのしみに～♡

♡　ママサロン　♡
　2月21日（火）のママサロンは、ママ対象
のストレッチ教室です。３Ｂ体操協会の田中
先生によりレッスンをしていただきます。た
くさん体を動かしてリフレッシュしましょう。
託児を希望される方は、定員15名程度ですの
でお早めに申し込みください。

《子育て相談》
子育てについて迷ったり・・・誰でもありますよね。電話や窓
口などで受け付けています。どなたでも気軽にご相談ください。
○とき　月～金曜日（祝日を除く）９：00 ～ 16：00

☀ひだまりの会☀
　12月1日“おもちゃ作り(2
歳以上児)”の様子です。手
作りの自動車を作りました。
坂道をスイスイ走ったよ。

○家庭教育支援チーム「ほっとサロン」
※どの会にも予約や参加料はいりません。お気軽においでください。

と　　き ところ

２月

10日（金）『ほっとサロン』　10:00 ～ 15:00 神埼市中央公民館
１階　和室研修室

12日（日）『吉村先生を囲んで座談会』
10:00 ～ 11:30

千代田町保健センター 
保健指導室

13日（月）『あすは　きっと･･･』の会
10:00 ～ 12:00

神埼市中央公民館
２階　和室研修室

23日（木）『ほっとサロン』　10:00 ～ 15:00 神埼市中央公民館
１階　和室研修室

26日（日）
『地域出前子育て講座』
講師：吉村春生 先生（臨床心理士）
13：30 ～ 15：00

神埼町駅通り
駅通り公民館

「あすはきっと･･･」の会
とは？
一 人 で 悩 ま な い で い っ
しょに考える場です。

「ほっとサロン」とは？
子育てに関わる人たちが
自由に集いおしゃべりす
る場です。

◎問い合わせ先　家庭教育支援チーム（神埼市教育委員会　社会教育課内）　☎44－2731
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取り戻した過払い金の中から20～25％をいただくのみです。
詳しくはお電話、またはブログをご覧下さい。

弁護士 福田 大志 弁護士 行武 謙一

有
料
広
告

有
料
広
告

と  き ところ テーマ 講　師

２月 ２日（木）〈受付〉
　９：30～
〈講義〉
　10：00～11：30

神埼市中央公民館
神埼市ツアーに出かけよう
～耳でまわろうあなたの地元～

神埼市文化財観光専門員
　執行 真知子

３月 １日（木） はんぎーホール
歌で世界を旅しよう
閉校式

九州龍谷短期大学教授
　水頭　順子

※マイクロバスは脊振総合支所前、神埼市中央公民館前、千代田
　総合支所前をいずれも午前９時出発です。ご利用の方は遅れ
　ないようにご集合ください。

いきいき大学いきいき大学 60歳からの学びの舎60歳からの学びの舎

◎問い合わせ先
　神埼市中央公民館　　☎53－2325

ＮＨＫ大河ドラマ『平清盛』で 神埼市（櫛田宮）が紹介されます
　１月８日から放送が開始されているＮＨＫ
大河ドラマ『平清盛』のふるさと紀行「清盛
紀行」で、神埼市（櫛田宮）が紹介されます。
　放送日は２月26日（日）午後８時からの本
編終了後をはじめ、次の日時となっています。
　ぜひご覧ください。

放送の日時

ＮＨＫ ＢＳプレミアム　２月26日（日）午後６時～
ＮＨＫ 総合　　　　　　２月26日（日）午後８時～
ＮＨＫ 総合（再放送）  　３月 ３日（土）午後１時５分～

◎問い合わせ先
　神埼市役所　市長公室　☎37－0102

〝
海
外
宝
く
じ
〟
に
ご
注
意
！
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進めよう！男女共同参画 ～男女共同参画推進ネットワークより～

　神埼市男女共同参画推進ネットワークでは、男性も
女性も互いに認め合い、協働で明るい社会を築いてい
くことを目指しています。
　そこで、11月14日を「ありがとうデー」に設定して「あ
りがとう一言メッセージ」を募集しました。
　市民の皆さまからは、次の作品が応募されました。

・船酔いでトイレに行ったが、順番待ちで辛かったけ
ど、順番を譲って頂き本当にありがとう。
� （神埼町　Ａ・Ｋ）
・夜間、車の後輪を側溝に落とした。近所の方が耕運

機で上げてくれた。心から有難うと感謝した。
� （神埼町　Ｍ・Ｋ）
・貴女が毎日横断歩道で園児を交通事故から守る誘導

行為の尊さに心から有難うの言葉を送ります。
� （神埼町　Ｆ・Ｋ）
・生き甲斐としてシルバー人材で働く場をくれる職場

に、支えてくれる妻に感謝ありがとう。
� （神埼町　Ｋ・Ｋ）
・創太へ　「もう早くして！！」怒ったりするけど　
“兄”として小さな体で母を助けてくれてありがとう。
� （神埼町　Ｋ・Ｕ）
・今、母が生きていたら百四歳。母から妻へ、
　妻から嫁へ、受け継がれる家庭料理の味「ありがとう」

と「愛」の言葉を！！� （神埼町　Ｈ・Ｗ）
・ありがとう！！貴夫へ　生きてくれてありがとう
　自由にさせてくれてありがとう　自分のことは自分

でしてくれてありがとう　我ままな私を見守ってく
れてありがとう。� （千代田町　Ｋ・Ｎ）

・言えば良かったありがとう。分かってくれて
　ありがとう！！� （千代田町　Ｋ・Ｎ）
 ・れい子さん　いつも　ありがとう。
� （千代田町　Ｉ・Ｉ）

 ・大きく成長してくれてありがとう。感謝の気持ちを
いつまでも。� （脊振町　Ａ・Ｔ）

・「いっしょに食べるとおいしいね」三歳の孫の何気な
いひと言に、ありがとう。� （千代田町　Ｓ・Ｙ）

・「明日、朝帰るけど、福岡まで来たから寄ったよ」　
一泊でいい。顔見せてくれてありがとう。
� （千代田町　Ｔ・Ｋ）

　市内の各小学校からは、1,795点の応募があり、「あり
がとう」の気持ちがあふれたメッセージがたくさん集
まりました。
　それぞれのメッセージは家族や友
だちに直接渡してもらいました。
　小学生の作品は、３月号に代表作
品を掲載します。
　紹介できなかった作品は、次のと
おり展示しますので、ご覧ください。
○と　き　　２月16日（木）～３月31日（土）
○ところ　　神埼市中央公民館ロビー

※佐賀県の「男の川柳・ポスターコンテスト」の入賞
作品についても併せて展示します。県の分は２月29
日（水）までの展示です。

心温まる「ありがとう一言メッセージ」

女性のための相談室
○　とき　　２月15日（水）13：30～ 16：30
○　ところ　神埼市中央公民館２階 和室
※相談は無料です。秘密は厳守します。
◎問い合わせ先

　神埼市男女共同参画推進ネットワーク
　代表　高柳　☎52－4709
　神埼市役所　市長公室　☎37－0088
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